
 

令和 2年度「訪問看護ターミナルケア集中講座」シラバス 

シラバス（学習計画）を確認し、「到達目標」を達成するようにしましょう。 

■講義名 ■到達目標 ■講義内容 

在宅ターミナルケアの考

え方と取り巻く法的知識 

在宅ターミナルケアの考え方を理解する。 

在宅ターミナルケアを取り巻く状況を理解する。 

在宅ターミナルケアに関わる諸制度を理解する。 

在宅ターミナルケアに関わる法的根拠を理解する。 

・在宅ターミナルケアの考え方 

・在宅ターミナルケアを取り巻く状況 

・がん対策基本法と訪問看護ステーションの関わり 

・在宅ターミナルケアに関わる諸制度 

・意思決定支援に関わる諸制度（人生の最終段階に 

おける医療とケアの決定プロセスに関するガイド 

ライン等） 

・訪問看護師が行う医療行為と根拠法 

在宅ターミナルケアのプ

ロセスとケアのポイント 

在宅ターミナルケアの流れと各期の状況を理解す

る。 

各期におけるケアのポイントを理解する。 

在宅ターミナルケアにおける訪問看護の役割を理

解できる。 

・在宅ターミナルケアの各期の理解 

・在宅ターミナルケアのプロセスに沿ったケアのポイ 

ント 

・非ガンのターミナルケアのプロセスとケア 

・訪問看護師の役割（24時間ケアやチームケアなど） 

ガン治療の現状と動向 ガン治療の現状・動向を理解する。 

・ガン治療の現状 

・ガン治療の動向 

・在宅療養支援診療所の実際と訪問看護師に期待する

こと 

在宅ホスピス緩和ケアの

実際、病院以外での相談 

支援の実践 

地域包括ケアシステムと在宅緩和ケアの実際を

理解する。 

外来通院でのガンの治療を継続できる支援の現

状を理解する（家族支援を含む）。 

・地域包括ケアシステムにおける在宅緩和ケアの実際 

・家族支援 

・病院以外での相談支援の実践 

ターミナル期における退

院支援の進め方と実際 

ターミナル期における退院支援についての基本 

と現状を理解する。 

・地域包括ケアシステムにおける地域連携 

・病院からの移行（相談支援）と連携 

・ACP（アドバンス ケア プランニング）    

事例検討〜ACP（意思決

定支援の実際）〜 

意思決定支援により、在宅療養が継続できるよ 

う、グループ検討にて理解を深め、実践力を身 

につける。 

・ACP（意思決定支援）の事例検討 

・「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセス 

に関するガイドライン」のプロセスに沿った支援の 

検討、検討内容の発表 

ターミナル期の疼痛コン

トロールの理論と実際 

疼痛コントロールの基礎を知る。 

在宅における疼痛コントロールの実際を知る。 

・疼痛管理の基礎とWHO方式の理解 

・在宅における疼痛コントロールの留意点 

・疼痛コンロールにおける薬剤管理 

・疼痛コントロールにおける訪問看護師の役割と、薬

剤師との連携（チームケアを含む） 

・薬剤師と訪問看護師の協働の実際 

訪問看護における症状緩

和の実際  

各ターミナル期における症状について理解でき

る。 

症状に合ったケアの実際を理解できる。 

症状緩和における看護師の役割を理解する。  

・症状の理解 

・在宅緩和ケアの実際 

臨死期のケアと専門職が

行うエンゼルケア 

臨死期の特徴・症状を理解する。 

臨死期におけるケアの実際を理解する。 

臨死期における家族ケアの実際を理解する。 

看取りのケアと死後の処置の具体的な方法につ 

いて理解できる。 

・臨死期のケアのポイント 

・臨死期における家族ケアの実際             

・エンゼルケアの目的と意義 

・エンゼルケアに必要な知識 

・その人らしいエンゼルケアの技術 

・遺族の心が温まる環境調整（遺族支援） 

 


